
令和６年度 第１回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

 

日時：令和 6年 8月 22日（木）15:30～ 

場所：アスト津 4階 アストホール  

議 事 次 第 

 

１．開 会 

 

２．議 事 

１）これまでの検討経緯、今年度の検討内容 

２）津駅周辺道路空間における歩道空間拡張の概略検討について 

３）津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査について 

４）津駅周辺基盤整備推進調査等について 

５）今後の進め方 

 

３．閉 会 
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津駅周辺道路空間再編検討委員会 設置要綱 

 

（設置） 

第１条 津駅周辺道路空間の整備方針（2022.3 策定）をふまえ、その具体化に向け、将来を

見据えた専門的な知見や地元意見等、幅広く意見聴取を行うことを目的として、津

駅周辺道路空間再編検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、整備方針の具体化について、様々な観点から検討及び協議し、意見を述

べるものとする。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、有識者、交通関係者、経済関係者及び各行政機関をもって構成する。 

２ 委員の任期は、委員会の所掌事務が完了するまでとする。 

 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、有識者である委員がこれを務める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 会議の議長は、委員長をもって充てる。 

３ 委員長は、必要があると認めるときには、委員会の会議に委員以外の者の出席を 

求めて意見を聞くことができる。 

 

（代理出席） 

第６条 交通関係者、経済関係者、各行政機関関係者において、やむを得ない事情により委

員会に出席できないときは、代理者を出席させることができる。 

 

（検討部会） 

第７条 委員会は、必要に応じて検討部会を設置することができる。 

  



（守秘義務） 

第８条 各委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。

また、その職を退いた後も同様とする。 

 

（公開） 

第９条 委員会の会議は、原則公開とする。ただし、委員長は、公開することにより公正か

つ円滑な会議運営に著しい支障が生ずると認められるなど、特別な理由がある場合

には、非公開とすることができる。 

 

（事務局） 

第１０条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 

   ２ 事務局は、国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所計画課、三重県県土整

備部道路企画課、津市建設部事業調整室 建設政策課に置くものとする。 

 

（補則） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

 

 

（令和５年８月 1日 設置要綱一部改正） 

（令和６年８月２２日 設置要綱一部改正） 
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これまでの検討経緯
今年度の検討内容



・
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯

・
今
年
度
の
検
討
方
針

・
津
駅
周
辺
道
路
空
間

社
会
実
験
実
施
概
要

第１回

・
賑
わ
い
の
社
会
実
験
の
結
果
に
つ
い
て

・
今
後
の
検
討
内
容
と
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

・
津
駅
西
口
広
場
に
つ
い
て

・
今
後
の
進
め
方

第２回第１回 第２回 第３回

1

１．「津駅周辺道路空間」におけるこれまでの検討経緯

⚫ 道路法改正の動きを踏まえ、令和2年7月に、三重県の県庁所在地である津市の玄関口となっている津駅周辺において、駅周辺の活性化や防災等様々な視点から、駅周辺の道路空間
について検討を行うことを目的に「津駅周辺道路空間検討会」を設立

⚫ 津駅周辺道路空間検討会では、令和 3 年 3 月に「津駅周辺空間の基本的な方向性」としてとりまとめ、三重県・津市の連名で公表

⚫ 令和3年7月、「津駅周辺空間の基本的な方向性」を踏まえた“津駅周辺道路空間の整備方針の策定”を目的とし、「津駅周辺道路空間検討委員会」を設立

⚫ 津駅周辺道路空間検討委員会では、令和 4 年 3 月に「津駅周辺道路空間の整備方針」としてとりまとめ、三重河川国道事務所・三重県・津市の連名で公表

⚫ 令和4年7月、「津駅周辺道路空間の整備方針」の具体化に向けて、様々な観点から検討を行うため、「津駅周辺道路空間再編検討委員会」を設立

「津駅周辺道路空間検討会」、「津駅周辺道路空間検討委員会」における検討経緯

津駅周辺道路空間検討会

令和3年
3月

津
駅
周
辺
空
間
の
基
本
的
な
方
向
性

公
表

令和2年
7月

津駅周辺道路空間検討委員会

学識者 ：小野寺一成 教授(三重短期大学)【委員長】
中平恭之 教授(近畿大学工業高等専門学校) 

交通関係者 ：三重県トラック協会、三重県バス協会、
三重県タクシー協会

経済関係者 ：津商工会議所女性会、津市観光協会
行政関係者 ：国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所 所長、

三重県県土整備部 部長 津市都市計画部 部長

検討委員会の構成

県民からの
意見募集

令和3年
7月

・津駅周辺道路空間 社会実験（R3/7/12～7/20）
・「歩道空間の利活用」と「車線減少による 交通への影響」に
ついてのアンケート調査（R3/7/12～7/31）

令和3年
12月

令和4年
3月

・津駅周辺空間の
利活用等に
関する提案募集
（R3/3/30～6/30）

令和4年
3月

津
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路
空
間
の
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方
針

公
表

津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和4年
7月

令和5年
2月

学識者 ：小野寺一成 教授(三重短期大学)【委員長】
中平恭之 教授(近畿大学工業高等専門学校) 

交通関係者：三重県トラック協会、三重県バス協会、三重県タクシー協会、東海旅客鉄道株式会社、
近畿日本鉄道株式会社、三重交通株式会社

経済関係者：津商工会議所女性会、津市観光協会、
津駅前通り商店街振興組合、津駅前ストリート倶楽部

行政関係者：国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所 所長、三重県県土整備部 部長、
津市都市計画部 部長、津市建設部 部長、津市商工観光部 部長
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構成メンバー：三重県県土整備部長、津市都市計画部長

オブザーバー：国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所長
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令和6年
2月

令和5年
8月

・津駅周辺道路空間における賑わいの社会実験
（R4/10/19～10/30）
・津駅利用者アンケート調査（R4/12/28～R5/1/12）
・津駅西口広場を対象とした津まつりアンケート調査
（R4/10/9）・交通量調査（R4/11/18）

・津駅周辺道路空間における賑わいの社会実験
【県道、栄町公園】（R5/10/11～10/22）
・民間による津駅東口駅前広場空間を活用した
実験（R5/12/21～12/23）
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２．津駅周辺道路空間の整備方針（R4.3月）
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２．津駅周辺道路空間の整備方針（R4.3月）



4

３．今年度の検討内容
今後の検討内容

⚫昨年度は、交通拠点の基礎調査として、県道津停車場線における賑わいの社会実験、東口周辺を対象とした人流データ分析・交通実態
調査を実施するとともに、それぞれの課題に対して関係者と協働して取り組むため、東口では津駅東口周辺まちづくり懇話会、西口で
は津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議を設立した。

⚫今年度は、昨年度の調査とは別の切り口として、定量的な交通拠点としての課題・ニーズを把握するため、使われ方調査を実施すると
ともに、これまでに実施した賑わい創出に係る実験結果を踏まえた歩道空間の拡張に向けた概略検討を実施する。また、津駅周辺道路
空間の整備方針に基づき、各種調査結果を踏まえ、津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討を実施する。

⚫引き続き、以下の課題を把握するため、各項目の調査・検討を進めていく必要がある。

今後の検討内容

課題

津駅周辺地区

津停車場線
交通結節点
（東口）

東西連携
（東西自由通路）

交通結節点
（西口広場）

Ｒ４
求められる
機能・役割
の方向性

◆必要な機能の調査・検討：利用者、地域住民のニーズに沿った必要な機能の絞り込み、各箇所が担うべき役割を整理するために調査・検討を実施

○賑わいの社会実験（10.19～10.30）
○ビデオカメラ調査
○アンケート調査
○速度状況分析

― ― ○交通量調査（西口広場）
○アンケート調査（西口広場）

○利用者アンケート（日常利用者・非日常利用者）＜Webアンケート＞

Ｒ５

○賑わい創出の取組（10.11～10.22）
実施エリア検討
賑わいや滞留機能の確認、
回遊性強化の検討

○人流データ分析
○交通実態調査
○まちづくり懇話会設立
○賑わい創出等の取組（12.22～23）

○事業主体の決定（津市）
○事業手法について研究

○駅前広場の配置計画
○エリアマネジメント会議設立
○駅前広場再編イメージ図

Ｒ６

具体的な整
備イメージを

検討

○歩道空間拡張の具体化（概略検討
等）

○使われ方調査（交通量、交通流動）
○まちづくり懇話会

○概略設計
○PPP/PFI導入可能性調査
○鉄道事業者等との協議

○駅前広場の基本計画
○駐輪場PPP/PFI導入可能性調査・概略設計
○エリアマネジメント会議

Ｒ７

数年かけて
順次実施

○交通事業者、商業・観光事業者
等の協議

◆具体的な整備方針の検討

○土地利用状況調査
○まちづくり懇話会
○交通事業者ヒアリング(交通結節点関係)

○交通事業者等関係機関との協議 ○駅前広場の詳細設計
○エリアマネジメント会議
（工事期間中の利用方法等）

○歩道空間拡張の整備

◆具体的な業務内容の検討

○施設の概略検討
○採算性検討
○まちづくり懇話会

○詳細設計 ○駅前広場の再整備
○エリアマネジメント会議
（施設の運営等）

～

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討



第１回
津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和６年８月２２日

資料２

津駅周辺道路空間における
歩道空間拡張の概略検討について

三 重 県



これまでの社会実験について（R３～R5年）

社会実験（交通への影響調査）R３年

県道の歩道空間拡張に向け、車線を６車線から
4車線に減少させ、交通への影響を確認

交通への大きな影響はなかった

賑わいの社会実験R４年

県道の歩道空間を拡張し、その空間にベンチや
テーブル等の設置、キッチンカーの出店等を実施

道路空間の再編により賑わいの創出が図れた

賑わいの社会実験R５年

県道だけでなく近隣の栄町公園を使用し
面的に社会実験を実施

面的な賑わいの創出や東西連携・回遊機能の強化が図れた

県道の規制状況

拡張した歩道空間の状況

公園の状況

1



重点調査 次世代につなぐ道路整備と交通安全対策

津駅周辺道路空間の整備方針の概要今年度の実施内容について

これまでの社会実験の結果を踏まえ、
歩行者利便増進道路制度（ほこみち）の導入を見据えて、
歩道空間の拡張に向けた概略検討等を進めます。

2

測量業務及び概略検討業務は契約済み

概略検討では、津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）
を考慮し、歩道空間の拡張イメージを複数案作成

イメージ図

両側拡張パターン 片側拡張パターン

イメージ図



重点調査 次世代につなぐ道路整備と交通安全対策

津駅周辺道路空間の整備方針の概要今後のスケジュールについて

3

測量業務・概略検討業務の契約

社会実験のアンケート結果
道路空間に関する意見を設計に反映

R６年8月

主な意見
・日差しを遮る木陰がない
・街路樹の配置が良くない
・ベンチ等の休憩スペースがない
・バリアフリー化ができていない 木陰がない状況

津駅東口周辺
まちづくり懇話会

警察、関係機関
その他

R６年度末 歩道空間拡張のイメージ図を提示予定

意見交換及び
協議



賑わいの社会実験に関する総合評価
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賑わいの社会実験に関する総合評価

5



賑わいの社会実験に関する総合評価

6



第１回
津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和６年８月２２日
三重河川国道事務所

資料３

津駅東口広場周辺の
道路空間の使われ方調査について



⚫交通拠点に求められる機能は以下のとおり。

⚫R6年度では、交通拠点に求められる機能のうち、「車両の移動・停留等」に関する機能を検討するための基礎資料を収集するため、使
われ方調査を実施。

⚫使われ方調査の調査概要については次項以降に掲載。

１．交通拠点に求められる機能

■交通拠点に求められる機能

出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン（国土交通省）

調査の主目的となる機能

関連して検討する機能

今年度調査

Ｒ５調査の主目的となる機能

Ｒ４調査の主目的となる機能

その他 これまでに実施された

調査結果等を基に検討する機能

1



項目 具体項目 調査目的 調査方法 調査時期（案） 調査箇所

使われ方
調査

○交通量

○津駅東口を利用しているバスやタク
シー、一般車両の交通量を把握し、
ターミナルの必要規模・区域の検討
材料を収集する。

○東口広場の主要箇所にビデオ
を設置し、交通状況を観測

○2024年10月（通常期）
○7～24時

※バス・タクシーの
ピーク時間を考慮

○津駅東口
周辺

※西口は過年
度に調査済

○交通流動

○津駅東口を利用しているバスやタク
シー、一般車両の流動を詳細に観測
し、ターミナル運用上の課題を定量
的かつ詳細に把握する。

⚫「使われ方調査」の調査概要は以下のとおりである。

2

２．調査概要

■調査概要

■調査箇所 位置図

具体箇所 調査目的

調査箇所
①

○国道23号から駅前への連絡交通量の把握
○国道23号における路線バスと一般車両の錯綜状況の把
握

調査箇所
②

○ターミナル外停留バスの利用状況の把握
（高速バス）

調査箇所
③

○ターミナル流入出車両数の把握
○路線バス・タクシーと、一般車両の錯綜状況の把握

調査箇所
④

○路線バスの利用状況（利用台数、サービス時間）
○北側ターミナルの運用状況・課題の把握

調査箇所
⑤

○タクシーと一般車の利用状況（利用台数、満空状況）
○南側ターミナルの運用状況・課題の把握

観測イメージ ビデオ
カメラ

アスト
駐車場

栄町三

津駅入口

23

タクシー
待機場

調査箇所③

調査箇所④

調査
箇所⑤

調査箇所①
調査箇所②

：全車種
：一般車
：タクシー
：バス

車両動線

JR津駅



アスト
駐車場

栄町三

津駅入口

23

タクシー
待機場

調査箇所③

調査箇所④

調査
箇所⑤

調査箇所①
調査箇所②

JR津駅

カメラE

カメラG

カメラH

カメラD

カメラF

カメラC

カメラB

カメラA

⚫「使われ方調査」のカメラ観測イメージは以下のとおりである。

3

２．調査概要

23

23

津駅

津駅

カメラC 観測イメージ
○ターミナル外停留バスの利用状況・課題
（高速バス）

カメラA 観測イメージ
○国道23号から駅前への連絡交通量
○国道23号における路線バスと一般車両の錯綜状況
○ターミナル外停留バス（高速バス）の利用状況・課題
（高速バス）

カメラB 観測イメージ
○国道23号から駅前への連絡交通量
○国道23号における路線バスと一般車両の錯綜状況

カメラD 観測イメージ
○ターミナル流入出車両数
○路線バス・タクシーと、一般車両の錯綜状況

乗降

23

23

乗降 バス乗降場

■カメラ設置箇所（案）

：全車種
：一般車
：タクシー
：バス

車両動線

乗降 バス乗降場

乗降

カメラ 設置箇所 管理者

A
国

B

C

津市E

F

D 三重県

G
東海旅客鉄道

H



降

乗
降 降

乗

乗
乗

乗

Pチケット駐車場

タクシー
待機場

乗 タクシーのりばカメラF 観測イメージ
○南側ターミナルの運用状況・課題
○利用台数、駐車場満空率、滞在時間

乗 降 バス乗降場カメラE 観測イメージ
○北側ターミナルの運用状況・課題
○バスサービス時間

4

２．調査概要

カメラH 観測イメージ
○南側ターミナルの運用状況・課題
○利用台数、駐車場満空率、滞在時間

カメラG 観測イメージ
○北側ターミナルの運用状況・課題
○バスサービス時間

⚫「使われ方調査」のカメラ撮影イメージは以下のとおりである。

タクシー
待機場

Pチケット駐車場

乗

乗 降

乗 乗 乗

乗 降 バス乗降場 乗 タクシーのりば

■カメラ設置箇所（案）

アスト
駐車場

栄町三

津駅入口

23

タクシー
待機場

調査箇所③

調査箇所④

調査
箇所⑤

調査箇所①
調査箇所②

JR津駅

カメラE

カメラG

カメラH

カメラD

カメラF

カメラC

カメラB

カメラA

：全車種
：一般車
：タクシー
：バス

車両動線 カメラ 設置箇所 管理者

A
国

B

C

津市E

F

D 三重県

G
東海旅客鉄道

H



調査
箇所

調査対象
調査内容

（アウトプットイメージ）一般
車

バス
タク
シー

① ● ● ●
○国道23号から駅前への連絡交通量
○国道23号における路線バスと一般車の錯綜状況

② ●
○ターミナル外停留バスの利用状況・課題

③ ● ● ●

○ターミナル流出入車両数
○一般車両と、路線バス・タクシーの錯綜状況

④ ●

○路線バスの利用状況（利用台数、サービス時間）
○北側ターミナルの運用状況・課題

⑤ ● ●

○タクシーと一般車の利用状況（滞在時間、満空状況）
○南側ターミナルの運用状況・課題

⚫使われ方調査の調査目的と活用方針は以下のとおりである。

5

３．調査内容の活用方針

■調査内容の活用方針

●過年度調査結果
・駅利用者アンケート調査結果（R4）
・歩行者流動調査結果（R5）
・人流データ分析結果（R5）
・その他現況課題・ニーズ調査結果 等

交通拠点の機能強化検討への
活用方針

7h 8h 9h 10h 11h 12h 13h 14h 15h 16h 17h 18h 19h 20h 21h 22h 23h

一般車 バス タクシー

▶
流
出
入
交
通
の
整
理

イ
メ
ー
ジ

到着時間 サービス時間

7:03 5分10秒

7:10 3分20秒

7:14 4分3秒

7:20 5分5秒

平均 ●分●秒

▶
サ
ー
ビ
ス
時
間
の
整
理

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

10

20

30

7h 8h 9h 10h 11h 12h 13h 14h 15h 16h 17h 18h 19h 20h 21h 22h 23h

入庫台数

出庫台数

満空率

▶
満
空
状
況
整
理
イ
メ
ー
ジ

【交通機能】
（基本機能）車両の移動・停留機能の検討
・必要なターミナルスペースの検討
・安全で円滑な車両動線、バース配置の検討
・公共交通、一般車の分離方法の検討 等

▼乗り換え拠点イメージ

出典：2040年、道路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路～（国土交通省）

●津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）
【検討中】
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津駅周辺基盤整備推進調査等について

津 市



1

１ 津駅東口の取組

【設置目的】

津駅東口について、地域の抱える課題や将来像について情報共有・意見
交換を行い、地域の意見、希望などを津駅周辺道路空間再編検討委員会へ
伝えることを目的として設置。
「駅利用者の利便性、快適性の向上」、「賑わいの創出」、「回遊性の向上」、
「まちの安全性の維持向上」等について意見交換を行い地域の熟度を高める。

【令和５年度の成果】

・県道津停車場線、栄町公園で実験
を実施（令和５年１０月）
・津駅東口駅前広場で実験を実施
（令和５年１２月）

社会実験の結果を踏まえ懇話会で議
論した結果、津駅東口に賑わいや滞
留空間が必要であることを確認

津駅周辺道路空間の整備方針 抜粋

■津駅東口周辺まちづくり懇話会（R5.9.12設立）



2

１ 津駅東口の取組

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）に係る検討

・賑わい創出の視点から広場空間の必要性検証や、必要な機能を検討

・防災の視点（避難経路、避難場所、一時避難、帰宅困難者など）から、広場空間の必要性検証
や、必要な機能を検討

・駅周辺の回遊性強化に必要な機能を検討

津駅周辺道路空間の整備方針 抜粋 津駅周辺道路空間の整備方針 抜粋

■津駅東口周辺まちづくり懇話会

【令和６年度の取組】

意見を取りまとめ津駅周辺道路空間再編検討委員会に報告



２ 津駅西口の取組

【設置目的】

津駅西口駅前広場の整備に伴い、交通事業者等が主体的に乗降場等の
適正な利用や管理を行えるよう、「各乗降場等の利用方法やルール」、「乗降
場等の施設運営の仕組み」、「工事中における利用方法」等について検討・
調整することを目的として設置。

【令和５年度の成果】

第１回会議 津駅西口駅前広場基本方針（案）を示し、意見聴取
（R5.9.13）

各部会（タクシー、荷捌き、送迎、路線バス）にて意見聴取

第２回会議 津駅西口駅前広場基本構想（配置計画等）を示し、意見聴取
（R5.12.20）

各部会（タクシー、荷捌き、送迎、路線バス）にて意見聴取

第３回会議 各部会での意見結果の報告
津駅西口駅前広場配置計画案に基づく整備イメージの提示

(R6.3.27) 津市の執行体制強化の報告

第１回会議
（R5.9.13）

第2回会議
（R5.12.20）

第3回会議
（R6.3.27）

■津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議（R5.9.13設立）

3



4

【意見募集の方法】

・駅利用者からの意見
津駅西口駅前広場（地下道出入口側面）に整備

イメージを掲示し、二次元コードで意見を募集（近
鉄津駅構内やアスト津にも掲示）

・市民からの意見
整備イメージを市ホームページへ掲載し、意見を

募集（電話や窓口における意見についても聴取）

・学生からの意見
津駅西口を利用する市内の学校へ協力を依頼し、

学生の意見を募集
（津商業高校、津東高校、津西高校、高田学苑

（中・高・短大）、三重短期大学、三重県立看護
大学、名古屋大原学園）

【意見募集期間】
令和６年５月８日～令和６年６月３０日（計５４日間）

【総回答数】
３８９件

２ 津駅西口の取組

■津市における津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集

バス乗車場
（スクールバス）

バス降車場

バス乗車場
（路線バス）

タクシー乗車場

タクシー降車場

一般送迎車乗車場
兼降車場

バス待機場等

歩道新設及び拡幅箇所

植栽等設置個所

タクシー待機場 バス待機場等

配置計画案及び整備イメージをもとに駅利用者及び市民の意見を募集

配置計画案

整備イメージ



5

回答者の属性について（性別・年齢）

15歳未満, 8件, 2%

15歳以上19歳以下

, 37件, 10%

20代, 43件
, 11%

30代, 69件, 18%

40代, 100件, 26%

50代, 79件, 20%

60代, 36

件, 9%

70代, 8件, 2%

80歳以上, 1件, 0%

不明, 8件, 2%

【年齢】

15歳未満

15歳以上19歳以下

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

不明

男性, 266件, 68%

女性, 112件, 29%

その他, 11件, 3%

【性別 】

男性

女性

その他

２ 津駅西口の取組

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について



34

53

66

72

35

6

6

4

6

2

12

1

1

22

5

27

12

0

17

8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

北立誠地区（上浜町、江戸橋、桜橋）

南立誠地区（栄町、羽所町、島崎町、広明町、大谷町）

津西地区（観音寺町、長岡町、渋見町、河辺町、一身田上津部田）

津地域（北立誠地区、南立誠地区、津西地区を除く）

久居地域

河芸地域

芸濃地域

美里地域

安濃地域

香良洲地域

一志地域

白山地域

美杉地域

北勢地域

伊賀地域

中勢地域（津市を除く）

南勢地域

東紀州地域

県外

不明

6

回答者の属性について（居住地）

（単位：件）

２ 津駅西口の取組

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について
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回答者の属性について（職業）

公務員, 144件, 37%

会社員, 110件, 28%

高校生, 33件, 9%

自営業・自由業, 16件, 4%

専業主婦・主夫, 16件, 4%

非常勤・アルバイト, 

12件, 3%

大学生, 12件, 3%
無職, 12件, 3%

その他常勤, 9件, 2%

中学生, 7件, 2%

その他, 15件, 4% 専門学校生, 2件, 1%

大学院生, 1件, 0%

公務員

会社員

高校生

自営業・自由業

専業主婦・主夫

非常勤・アルバイト

大学生

無職

その他常勤

中学生

その他

専門学校生

大学院生

２ 津駅西口の取組

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について
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回答者の属性について（津駅の利用頻度・利用目的）

週に5回程度
26%

ほぼ毎日
21%

年に数回程度
16%

週に3回程度
9%

月に1回程度
10%

週に1回程度
8%

月に2回程度
6%

その他
4%

【 津駅の利用頻度 】

週に5回程度 ほぼ毎日 年に数回程度 週に3回程度

月に1回程度 週に1回程度 月に2回程度 その他

142

113

90

62

45

44

39

37

24

19

9

0 20 40 60 80 100 120 140 160

通勤

送迎

飲食

買い物

業務（出張・営業）

通学

その他

娯楽

習い事

観光

通院

【津駅の主な利用目的 】

２ 津駅西口の取組

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について

（単位：件）
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9

112

142

85

115

56

52

19

020406080100120140160

122

61

138

81

58

164

114

24

49

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

16%

36%

21%

15%

43%

6%

13%

30%

32%29%

37%

22%

30%

15%

14%

5%

良くなっていると思う点 改善が必要だと思う点

安全・快適な歩行空間

公共交通（バス・タクシー）の安全な乗り降り場所

一般交通（送迎車等）の安全な乗降場所

公共交通（バス・タクシー）と
一般交通（送迎車等）の動線分離

公共交通（バス・タクシー）の駐停車スペース

一般交通（送迎車等）の停車スペース

待ち合わせ場所及び休憩場所

（単位：件）

160  140 120 100  80   60   40   20      0 0    20  40   60   80 100 120 140 160 180

２ 津駅西口の取組

整備イメージを見て、良くなっていると思う点、改善が必要だと思うこと
について （複数回答可）

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について



・地域性を考慮して台数を
増やすべき。（77件）

・植栽場所を無くすべき。
（11件）
・送迎車乗降場所は駅側へ
配置すべき。（3件）

・駅北側の線路沿いに停車
スペースを確保。（3件）

・送迎車乗降場所を送と迎
に分ける。（1件）

一般車両の送迎乗降場所

荷下ろし場

• 歩道拡張で車道幅が狭
くなれば、津駅へ物品
搬入する運送業者の業
務に支障が出るのでは
ないか。

（1件）

車両の誘導対策

・カラー舗装や区画
線により動線を明
確にし、誘導対策
すべき。

（6件）

・学習塾への注意喚起など対策が必要。（9件）
・ロータリーへの一般車両進入を禁止すべき。
（7件）
・ロータリーへの流出入は県道西側（津停車場・
西線）のみとし、津駅利用者以外の車両流入を
極力絞るべき。（2件）

・身体障がい者のための
乗降場を駅の近く（駅
エレベーター付近）に
設置すべき。（2件）

身体障がい者のため
の乗降場の設置

・歩行者の通行空間とバ
ス等の待合空間が確認
できるよう歩道を拡幅
すべき。（21件）

・横断歩道が危険（12
件）

・カラー舗装や区画線で
歩道内の動線を整理す
べき（4件）

歩道の拡幅・誘導対策

意見の概要
（計369件）

車両の通行規制・利用者のルール

自由意見のうち、駅前広場単独で課題解決可能なもの

喫煙スペース

・喫煙所がないため、受
動喫煙が無い環境づく
りやポイ捨てへの対策
が必要（21件）

２ 津駅西口の取組

10

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について



２ 津駅西口の取組

■津駅西口駅前広場の配置計画案（Ver.2）

②一般送迎車・タクシーの降車場
駅近に降車専用スペースを２台
分新たに設置

④車両の誘導対策
駅前広場内に車両の誘導用
の路面標示を整備

⑤荷下ろし場
トラック等の荷下ろしスペー
スの設置

①一般送迎車の乗車・待機場
台数を増やすべきとの意見を受
け、駅前広場内のレイアウトを変
更し、８台から１５台程度に増加
乗車又は待機のためのスペース
として活用

③身体障がい者用乗降場
駅舎エレベーター付近に身体
障がい者用の乗降場を設置

路線バス乗車場 ②

路線バス待機場

事業検討区域
（約2,820㎡）

タクシー待機場

タクシー乗車場
③

降車場（ﾀｸｼー ・一般）

一般送迎車乗車・待機場

路線バス降車場

路線バス乗車場 ①

②

⑥タクシー待機場

① 一般送迎車乗車・待機場

路線バス待機場

身体障がい者用乗降場

④

⑥一般送迎車の乗車・待機場
駅前広場内の乗車・待機場を
補完するため、駅北側道路を
一般送迎車の乗車・待機場とし
て整備

⑤ 荷下ろし場

11



２ 津駅西口の取組

津
駅
西
口
駅
前
広
場
基
本
計
画

配置計画案（Vｅｒ.2）作成

津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議

津駅西口駅前広場単独整備に係る基本計画策定

津駅西口駅前広場

配置計画案・整備イメージ（Ver.1）公表

意見募集・整理

整備イメージ（Ver.2）公表

意見募集・整理

配置計画案（Vｅｒ.3・・・）作成

津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議

12

■令和６年度の津駅西口駅前広場整備の進め方



中長期的な整備に対し、津駅西口に必要だと思う施設について
(複数回答可)

駅の東西を快適に移動できる自由通路

待ち合わせや休憩ができる空間

賑わい創出や利便性向上のための店舗

ロータリー外の一般交通（送迎車等）停車スペース

ロータリー外の公共交通（バス・タクシー）の
駐停車スペース

その他

未回答

231(61％)

174(46％)

181(48％)

160(42％)

84(22％)

35(9％)

13(3％)

0 50 100 150 200 250

東西自由通路を求める
声が最も多く寄せられた
（231件)

賑わい・利便性を求める
声も多い（174件）

一般送迎車の停車
スペースを求める声
も多い（181件）

２ 津駅西口の取組

13

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について

（単位：件）



再開発・東西連携
の必要性

・抜本的な整備
（駅東西や周辺建
物等を含めた再開
発など）を行うべ
き。（26件）

・津駅西側と東側
を繋げる道路整備
を行うべき。
（4件）

ロータリー外の敷地活用、
ロータリー敷地の拡張

意見の概要
（計293件）

・周辺用地を確保し、駅
前広場の敷地を拡張す
る。（36件）

・一般交通はロータリー
外に停留場所や駐車場
を設けてはどうか。
（12件）

・津駅西交差点前の津偕
楽公園を活用してはど
うか。（4件）

・待ち合わせや休憩
のためのスペース
（広場・ベンチ）
が必要。（24件）

滞留空間の必要性

自由意見のうち、東西連携を見据えた整備に係る意見

立体的な空間活用
・歩行者と車両を分離するため、敷地を立体化してはどうか。（24件）
・駅から各乗降場所までの動線に屋根が必要。（21件）
・東西自由通路の整備が必要。（19件）
・ペデストリアンデッキを県道10号津関線など西側まで延ばす。（6件）

２ 津駅西口の取組

14

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について



• 津駅全体を俯瞰して、津駅東口のバスタの整備や自由通路の整備を踏まえ、津駅周辺
を一体として中長期的に検討するべき。

• 中勢グリーンパークは予算をかけて整備したことで利用者の満足度が上がっており、津駅
もこの機会を活かして必要な予算をしっかりかけてほしい。

• チャムを含む近隣建物の建替にタイミングを合わせ、商業施設や飲食店の誘致も含め、
津駅全体が賑わうよう、一体的に整備するべき。

• 浸水等の災害時において、津駅東側の住民が西口に避難できるよう、対策を検討してほ
しい。

• ＪＲと近鉄の改札を分離すべき。

• 東口を路線バスの起終点とし、西口を単なる停留所としてはどうか。

• 津駅西口のバス停車マスの整備について、津駅東口のバスタの整備規模を考慮して整
備するべき。

• 津駅東口に一般送迎車のスペースを整備すれば、津駅西口の一般送迎車も減るのでは
ないか。

• 駅からのレンタサイクルがあれば市内を自由に動き回れる。

津駅周辺全体に関わる意見の概要

２ 津駅西口の取組

15

■津駅西口駅前広場整備イメージに関する意見募集結果について



３ 津駅周辺基盤整備推進調査事業

16

■津駅周辺基盤整備推進調査事業の実施
官民連携基盤整備推進調査費補助金（国土交通省国土政策局所管）を活用し、

津駅周辺基盤整備に関する各種調査を実施



17

３ 津駅周辺基盤整備推進調査事業

（１）津駅西口駅前広場の基本計画の作成

『津駅西口駅前広場配置計画案』
（津市）

津駅西口駅前広場整備イメージに対する意見募集結果
（R6.5.8～R6.6.30）

『津駅西口駅前広場基本計画』

基本計画に基づき、津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議
において、交通の整序化を図るためのルールづくり等を進める

『令和５年度の津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議にて出された意見』
『津駅西口駅前広場整備イメージに対する意見募集結果』を踏まえ、必要な検
討を行い、基本計画を作成

津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議
における駅前広場の運用ルールの検討

R5年度

R6年度
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３ 津駅周辺基盤整備推進調査事業

（２）津駅東西自由通路の「整備・運営に係るＰＰＰ/ＰＦＩ導入可能性検
討」及び「概略設計」

「津駅東西の歩行者交通円滑化」、「駅利用者等の利便性」、「費用」等を踏
まえ、鉄道敷地上における設置箇所の比較検討を行うとともに、商業施設や
賑わい創出のための施設等の導入可能性、管理運営上の収益性や事業手法
の比較検討を含め検討し、概略設計を実施

・鉄道敷地上における設置箇所の比較検討
・商業施設や賑わい創出のための施設等の導入可能性検討
・管理運営上の収益性や事業手法の検討

「鉄道事業者との協議」「PPP/PFI事業
者募集」に向けた方針を整理
・概略検討図作成
・鳥瞰図作成
・概算数量、概算事業費算出

PPP/PFI導入可能性の検討

概略設計の実施

R6年度
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３ 津駅周辺基盤整備推進調査事業

（３）津駅西公共第一及び第二自転車等駐車場の「整備・運営に係る
ＰＰＰ/ＰＦＩ導入可能性検討」及び「概略設計」

駅利用者等の利便性向上及び賑わいの創出に資する施設等の導入に向け
た施設等の導入可能性を検討するなど、管理運営上の収益性や事業手法の
比較検討を含めた検討、概略設計を実施

・駐輪場機能の向上
・駅利用者等の利便性向上
・商業施設や賑わい創出のための施設等の導入可能性検討

PPP/PFI導入可能性の検討

概略設計の実施

「PPP/PFI事業者募集」に向けた方針
を整理
・概略検討図作成
・鳥瞰図作成
・概算数量、概算事業費算出

R6年度



３ 津駅周辺基盤整備推進調査事業

（４）津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討

20

『津駅周辺道路空間の整備方針』
（R4.3.24 国・県・市）

国・県・市実施の調査結果
（R3～）

現況調査・分析・課題整理

『津駅周辺基盤整備の
方向性（ビジョン）』

国・県・関係機関との調整

『津駅周辺道路空間の整備方針』、『国・県・市が実施した調査結果等、過去
の調査結果』を踏まえ、現況調査・分析・課題整理を行ったうえで、国・県・関
係機関との調整を行いながら『津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）』を検討

R3
～R5年度

R6年度



４ 津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）検討に向けた国・県・市の取組

21

【国・県・市で進める検討①】
（ア） 点在する各種バス等の集約化に向けた検討

交通拠点の機能強化に向けて、点在する高速バス、観光バス、企業送迎バス、ス
クールバス等の乗降場を洗い出し、津駅東口への集約化の必要性について検討



22

交通拠点の機能強化に向けて、点在する高速バス、観光バス、企業送迎

バス、スクールバス等の乗降場を洗い出し、津駅東口への集約化の必要性
について検討

津駅周辺道路空間の整備方針より抜粋

各種バスの乗降の状況

（イ） 交通事業者へのヒアリングの実施

４ 津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）検討に向けた国・県・市の取組
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一般車両の専用送迎スペースが設けられておらず、送迎車両と待機車両の交錯が

生じていることから、交通拠点の機能強化に向けて、一般車両の送迎スペースの必要
性について検討

国による「使われ方調査」（交通量・交通流動）などを活用

津駅周辺道路空間の整備方針より抜粋

津駅東口駅前広場

【国・県・市で進める検討②】
津駅東口駅前広場の一般車両送迎スペースの必要性検討

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の策定に繋げる

４ 津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）検討に向けた国・県・市の取組



５ 今後のスケジュール（予定）
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■津駅周辺基盤整備の進め方

津
駅
西
口
駅
前
広
場
基
本
計
画

配置計画案（Vｅｒ.2）作成

津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議

津駅西口駅前広場単独整備に係る基本計画策定

津駅東西自
由通路に係る
ＰＰＰ/ＰＦＩ
（官民連携）
導入可能性
調査・概略設
計

津駅西口駅前広場

配置計画案・整備イメージ（Ver.1）公表

意見募集・整理

整備イメージ（Ver.2）公表

意見募集・整理

配置計画案（Vｅｒ.3・・・）作成

津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議

Ｒ６

Ｒ７ 詳細設計
事業化に向けた取組

自由通路 駐輪場

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）策定

反
映

反
映

津駅東口

津駅西公共自
転車等駐車場
に係るＰＰＰ/
ＰＦＩ（官民連
携）導入可能
性調査・概略
設計

Ｒ８
～ 工 事

バスタプロジェ
クト

県道津停車場線
再整備(※ほこみ
ち)

※歩行者利便増進
道路（賑わいのあ
る道路空間創出
のための道路の
指定制度）

取組の
具体化

年度

東西連携を見据えた津駅西口駅前広場の整備イメージ
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今後の進め方
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１．今後の進め方について
「津駅周辺道路空間再編検討委員会」の進め方について

第
1

回

・ これまでの検討経緯、今年度の検討内容
・ 津駅周辺道路空間における歩道空間拡張の概略検討について
・ 津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査について
・ 津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討について

第
2

回

・ 津駅周辺道路空間における歩道空間拡張の概略検討の報告
・ 津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査結果の報告
・ 津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討について（中間報告）

令和６年８月

⚫本検討委員会では、委員・地域の皆様の意見を幅広く聴取し、令和4年3月に策定した「津駅周辺道路空間の整備方針」の具体化を図る。

⚫本日、第1回検討委員会ではこれまでの検討経緯、今年度の検討内容等について意見交換を実施。

⚫今年度は、予定されている調査・検討を実施するとともに、「津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン） 」の検討を推進。

⚫第2回検討委員会においては、今年度に実施した調査・検討の結果を報告予定。

令和７年２月頃予定


